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研究テーマ（発表タイトル） 

京都市営バスの混雑問題を緩和するには 

 

１．研究概要（目的・狙いなど） 

日本政府は 2016 年 3 月に、2020 年までに訪日外国人旅行者数の目標を 4,000 万人達成することした。現在も

訪日外国人旅行者数は増え続け、特に京都市ではオーバーツーリズムが深刻な問題となっている。そこで私たち

は京都市のオーバーツーリズムに関する問題の 1 つであるバスの混雑問題を取り上げることにした。本研究の目

的は京都市内を運行するバスの混雑を少しでも改善させ、満員で乗り切れないバス利用者の不満を軽減すること

である。この目的を達成できればバスの利用者が快適に過ごせることに繋がるのではないかと考える。 

２．研究テーマの現状分析（歴史的背景、マーケット環境など） 

京都市内を運行するバスには、京都駅からの各観光地を走る路線バスがある。そのバスは生活路線としてバス

を使用する京都市民、日本人観光客、また訪日外国人観光客により、バスが常に混雑し途中乗車する住民の利用

者が乗れないという声もある。京都市営バスの最大定員数は 76 人だが、60 人も乗れば満杯状態になる。 

そして京都観光総合調査の、日本人観光客満足度調査の個別残念度によると、20 分類の中で 17.1%であり 1 位

であった。例としては、バスがいつも満員で混雑していて乗れないことがあるという意見が挙げられた。また外

国人観光客満足度調査の個別残念度によると 10 分類の中で 14.2%であり 2 位であった。例としてはバスが混雑

していて乗れなかったという意見が挙がっていた。 

３．研究テーマの課題 

京都市営バスに車両数や増便が可能かについての問い合わせを行った。2017 年のデータで京都市営バスが保

有するバスは 818 両であった。そのうちの平均 731 両が毎日稼働しているという。残りの約 87 両に関しては車

内整備や点検の為に稼働していない。運転手についても保有している車両に対して運転手が不足しているという

こともないので 818 両のバスで運営を行っている。 

また、京都の交通状況は常に渋滞が起こっている。現在も交通渋滞が原因でバスの発着時刻が頻繁に遅れてい

る。バスを増便したとしても交通渋滞が原因で定刻通りに出発し到着することが難しいと考えられる。そのため、

バスを増便するのではなく一度に乗れる乗客数を現在よりも増やす方法を考えることにした。 

４．課題解決策（新たなビジネスモデル・理論など） 



私たちはロンドンの満員電車を緩和するために考えられた“ホライゾン”という座席に注目した。ホライゾン

とはプリースト・マングード社がデザインを考案したものでバーのスツールをモデルにしている。従来の座席よ

り着席部分の長さが半分程度になっているため、車内により多くの座席を設置することが可能ではないかと考え

た。しかし、ホライゾンの座席幅サイズなどが表記されていなかったため、類似している株式会社テラモトのい

すを参考にした。そのいすの奥行きは 36.5 センチメートルで、足場を含めて 55 センチメートルに収めることが

できる。現在の京都市営バスの座席の奥行きは、足場を含めて 80 センチメートルなので、比較すると 25 センチ

メートル短くすることが可能である。優先座席のある前方部の座席は変更せず後方部の座席を新しくすると、5

列の 15 席から 8 列の 21 席に増やすことができる。 

５．研究・活動内容（アンケート調査、商品開発など） 

バス車内図の作成 

 

株式会社 テラモトに椅子の外観図の閲覧許可の依頼 

６．結果や今後の取り組み 

本研究の結果として、バス車内後方部の座席数を増やすことができた。そのため最大乗車数は 76 人から 99 人

となり、約 3 割増やすことができた。一度に最大数が乗車する場合、大人１人の運賃は 230 円なので 5,290 円の

売上増加が期待できる。 

一度に乗車できる人数が増えたことで、本研究の目的であった満員で乗り切れなかったバス利用者を軽減させ

ることが可能になったのではないだろうか。 

今後の課題として、以下の 4 点が挙げられる。まず 1 つ目がバスに座席を新しく導入した場合、工事費用に値

する利益が見込めるのかということ。2 つ目に工事費用がどのくらいかかるのかということ。3 つ目に各会社に

この提案が可能かコンタクトを取る必要があるということ。4 つ目に導入した際のバス利用者から挙げられるク

レームや対応策についてあらかじめ準備しておくことである。 
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